
赤
れ
ん
が
周
辺
開
発
な
ど
不
要
不
急
の
大
型
開
発
事
業
か
ら 

暮
ら
し
・
福
祉
・
教
育
最
優
先
の
施
策
を
要
望
し
ま
し
た 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

く
ら
し
優
先
の
事
業
を
評
価
す
る 

令
和
七
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
西
消
防
署
や
中
央
図
書
館
整
備

な
ど
の
大
き
な
公
共
事
業
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
額 

四
○
四
億
九
千
万
円
、
前
年
度
当
初
比
１
１
．
９
％
増
で
二
六
年
ぶ

り
の
過
去
最
大
の
予
算
。
国
の
「
物
価
高
騰
対
応
臨
時
交
付
金
」
を

活
用
し
、
私
た
ち
の
会
派
が
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
繰
り
返
し
求
め
て
き
た

全
世
帯
の
上
水
道
の
基
本
料
金
２
か
月
分
を
免
除
す
る
事
業
が
初
め

て
具
体
化
さ
れ
た
。
教
育
費
で
は
市
民
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
小
学

校
の
給
食
費
無
償
化
事
業
が
五
千
四
百
万
円
の
予
算
で
、
中
学
校
も

合
わ
せ
二
億
一
千
百
三
十
○
万
円
で
来
年
三
学
期
か
ら
実
施
さ
れ

る
。
府
下
の
市
に
先
が
け
て
小
中
学
校
と
も
無
償
化
と
な
る
。
無
償

化
の
署
名
運
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
市
民
か
ら
歓
迎
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
同
じ
く
教
育
費
で
一
億
一
千
六
百
十
七
万
円
の
予
算

が
事
業
化
さ
れ
、
福
井
、
大
浦
、
吉
原
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

を
は
じ
め
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
中
舞
鶴
小
、
青
葉
中
の
ト
イ
レ
改

修
に
も
着
手
さ
れ
る
。
府
下
で
も
遅
れ
て
い
た
「
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
」
事
業
が
三
年
間
で
府
平
均
に
、
さ
ら
に
八
○
％
を
め
ざ
す
と

の
決
断
を
支
持
す
る
。
さ
ら
に
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備

な
ど
く
ら
し
と
教
育
中
心
の
事
業
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
施
策
は
、
私
た
ち
が
「
大
型
開
発
よ
り
も
暮
ら
し
・
福
祉
最
先
」

で
と
議
会
の
た
び
に
繰
り
返
し
要
望
し
て
き
た
。 

 
 

 
 

 
 

市
民
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
と
考
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

不
要
不
急
の
事
業
と
無
駄
な
予
算
は
中
止
を 

 
 
 

 

一
方
、
不
要
不
急
の
大
型
事
業
と
反
対
し
て
き
た
総
事
業
費
三
○
億
円

の
赤
れ
ん
が
周
辺
開
発
事
業
は
七
年
目
。
ま
た
、「
重
要
文
化
財
赤
れ
ん

が
倉
庫
整
備
事
業
費
」
は
、
赤
れ
ん
が
６
・
７
・
８
号
棟
の
保
存
修
理
工

事
だ
け
で
一
棟
当
た
り
１
３
億
４
千
万
円
、
３
棟
合
計
で
約
四
○
億
円
を

超
え
る
。
令
和
七
年
度
は
、
六
号
棟
の
耐
震
補
強
を
含
む
保
存
修
理
の
た

め
の
調
査
工
事
に
一
棟
分
の
約
１
／
４
に
あ
た
る
３
億
５
５
４
万
円
が

予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
補
助
率
が
６
５
％
と
い
う
有
利
な
文
化
庁
の
補
助

金
と
は
い
え
、
保
存
修
理
だ
け
で
約
四
十
億
円
の
大
事
業
。
さ
ら
に
空
調

や
照
明
な
ど
の
付
帯
設
備
を
含
め
る
と
、
今
後
も
十
年
ス
パ
ン
で
予
算
が

大
き
く
膨
ら
む
と
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
商
工
費
で
「
大
阪
・
関
西
万
博

連
携
事
業
費
」
に
一
五
一
六
万
円
、「
計
画
も
何
も
な
い
」
と
批
判
し
て
き

た
「
山
陰
新
幹
線
誘
致
事
業
」
も
総
務
費
で
引
き
続
き
予
算
化
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
教
育
費
で
、
前
市
長
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
市
独
自
の
「
学

力
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」
は
、
ゆ
と
り
の
あ
る
学
校
教
育
に
逆
行
し
、
テ

ス
ト
学
力
中
心
の
教
育
を
進
め
る
と
反
対
し
て
き
た
が
、 

市
は
「
中
止
す
る
意
向
は
な
い
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
。 

物
価
高
騰
に
苦
し
む
市
民
生
活
か
ら
考
え
る
と
、
不
要 

不
急
の
大
型
開
発
事
業
や
無
駄
な
予
算
は
や
め
、
市
の 

財
政
運
営
を
市
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
最
優
先
に 

切
り
替
え
る
こ
と
を
求
め
て
「
反
対
」
す
る
。 

令
和
七
年
度
一
般
会
計
予
算
へ
の
反
対
討
論 

「令和７年度・国民健康保険事業会計予算」に反対しました 

令和7年度の保険料は、昨年の8％に続き2年連続の引き上げ提案。 

府の納付金が2024年度から2年連続で大幅増額。これが国保料を大幅

に引き上げる要因。府下26市町村のうち16の市町村が保険料を引き

上げ提案。今後も国保料の値上げが計画されている。鴨田市長になっ

てから２年連続の大幅な引き上げ。せめて、今年度は据え置くべき。 

「令和７年度・介護保険事業会計予算」にも「反対」 

昨年4月の報酬改定で「訪問介護」事業者の倒産が全国で相次ぎ、市内の事

業所も人手不足と経営の厳しさで苦戦を強いられている。介護人材確保のために

保育士並みの市独自の予算措置を求める。制度開始から25 年。国民の 8 割が

導入を支持していたが、その後、国の制度改悪が続き、人材不足もあり介護提供

体制の「崩壊」が叫ばれる事態。導入前から、「このままでは『保険あって介護なし』

の危険」という懸念の声が出されていた。「制度そのものの維持が課題」となってい

る緊急事態。国、府、市あげての制度維持のための抜本的な改善を求める。 
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「北陸新幹線の小浜・京都ルートは 

撤回すべきであるとの決議を求める」請願に賛成 
昨年の 8月、党府委員会は「北陸新幹線延伸計画・小浜ルートはただちに『断念』」し、

延伸計画そのものを『中止』し、「在来線の強化や耐震化をはじめ地域公共交通こそ整備・

充実」すべきとの声明を発表した。その後、地元紙も「計画そのものの見直し」を主張し

た。小浜・京都ルートは計画そのものが暗礁に乗り上げ、抜本的な見直しを迫られている。

これまで推進してきた与党内からも見直しの動きが顕著となってきた。計画そのものの「是

非」が問われる深刻な事態となっている。 

 

 

小西 伊田 小杉議員 

 

 

 

物価高で、くらしも営業も厳しい時だからこそ 

３１議案に賛成し、３議案に反対しました 



 

 

伊
田 

中
央
図
書
館
建
設
予
定
範
囲
に
土
壌
汚
染
が
発
覚
。
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
市
民
が
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
な
に
よ
り
安

心
・安
全
が
重
要
。
今
回
の
土
壌
汚
染
に
つ
い
て
、
市
民
や
議
員
に
説
明

や
報
告
が
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
の
か
を
問
う
。 

市
の
答
弁 

令
和
３
年
度
に
土
壌
汚
染
を
確
認
し
た
。
令
和
４
年
度
か
ら

５
年
度
に
詳
細
調
査
を
実
施
し
、
汚
染
の
詳
細
な
状
況
を
確
認
し
た
が
、

対
応
方
針
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
報
告
し
な
か
っ
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
の
公
的
責
任
で
地
域
医
療
の
確
保
を 

 
 

代
表
質
問 

小
杉 

悦
子 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

家
計
の
や
り
く
り
も
限
界
、
切
り
詰
め
る
と
こ
ろ
が
な
い
」 

物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
く
ら
し
守
る
施
策
を
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
西 

洋
一 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

求
め
て
き
た
、
小
学
校
給
食
の
無
償
化 

ト
イ
レ
の
洋
式
化
・個
別
改
修
実
施
を
評
価 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
田 

悦
子 

議
員 

2025年３月号 こんにちは日本共産党市会議員団です 

伊
田 

教
育
の
主
人
公
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
子
ど
も
。
自
治
体
は
こ
の

教
育
の
条
件
整
備
の
責
任
を
担
っ
て
い
る
。
成
長
期
を
支
え
る
安
心
・安
全

の
学
校
給
食
の
提
供
。
遅
れ
て
い
る
体
育
館
や
特
別
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設

置
。
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
を
会
派
と
し
て
一
貫
し
て
求
め
て
き
た
。 

中

学
校
に
続
き
、
来
年
度
の
３
学
期
か
ら
小
学
校
給
食
も
無
償
化
と
な
る
。

こ
の
間
に
届
け
ら
れ
た
、
給
食
の
無
償
化
等
の
要
請
署
名
の
市
教
委
の
受

け
止
め
、
無
償
化
の
安
定
し
た
財
源
に
つ
い
て
問
う
。 

市
の
答
弁  

多
く
の
署
名
で
無
償
化
へ
の
熱
い
期
待
を
い
た
だ
い
た
。

財
源
は
一
般
財
源
に
加
え
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
と
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
等
の
基
金
造
成
に
よ
り
、
計
画
的
か
つ
安
定
的

な
財
源
を
確
保
し
た
。 

小
西 

物
価
高
が
止
ま
ら
な
い
。
４
月
に
は
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

家
計
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
２
年
連
続
で
過
去
最
大
を
更
新
。
商
工
会
議
所
の
会
報
で

既
報
の
よ
う
に
本
市
の
事
業
所
も
人
手
不
足
と
物
価
高
で
厳
し
い
状
況
。
全
事
業
所

を
訪
問
し
、
具
体
的
な
声
や
要
望
を
も
と
に
施
策
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。 

 
 

市
の
答
弁 

今
後
と
も
、
産
業
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
枠
組
み
を
活
用
し
、
事
業

者
へ
の
訪
問
活
動
等
を
通
し
て
経
営
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
市
内
事
業
者
の
経
営

基
盤
の
強
化
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊
田 

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
改
修
に
つ
い
て
は
再
々
質
問
し
て
き
た
。

「大
規
模
改
修
に
合
わ
せ
て
整
備
」と
し
、
「状
況
に
よ
っ
て
は
個
別
改
修

も
考
慮
」
と
の
答
弁
で
、
い
っ
こ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
、
洋
式

化
の
低
い
学
校
か
ら
順
次
、
個
別
改
修
を
す
す
め
、
学
校
ト
イ
レ
の
環
境

改
善
の
取
組
が
推
進
さ
れ
る
。
こ
の
方
針
転
換
は
な
ぜ
な
の
か
。 

市
の
答
弁 

伊
田
議
員
か
ら
再
三
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
た
。 

今
回
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
も
あ
り
、 

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
整
備
を
進
め
る
た
め
、
長
寿
命
化 

改
修
と
並
行
し
個
別
改
修
も
強
化
す
る
こ
と
と
し
た
。 

小
西 

昨
年
の
介
護
報
酬
の
改
悪
に
よ
り
全
国
で
訪
問
介
護
の
事
業
所

の
事
業
の
縮
小
・
撤
退
・
倒
産
が
相
次
い
で
い
る
。
市
内
の
事
業
所
も

人
手
不
足
や
経
営
の
課
題
で
苦
労
し
て
お
ら
れ
る
。
介
護
事
業
継
続
の

た
め
に
、
市
の
独
自
の
支
援
策
も
必
要
で
は
な
い
か
。 

市
の
答
弁 

今
後
も
市
内
事
業
者
等
と
意
見
交
換
を
継
続
的
に
行
い
、

課
題
や
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
、
働
き

や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
事
業
継
続
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
く
。 

小
杉 

公
的
４
病
院
の
機
能
再
編
で
、
病
院
で
は
診
療
科
が
減
少
し
、
近
隣
市
へ病
院

通
い
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
や
、
救
急
車
の
搬
送
先
が
な
か
な
か
定
ま
ら
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
前
市
長
の
３
期
１
２
年
で
２
１
名
も
の
常
勤
医
が
減
少
し
、

看
護
師
確
保
も
困
難
で
、
日
本
医
師
会
の
資
料
で
は
、
舞
鶴
が
中
丹
地
域
の
３
つ
の
自

治
体
の
中
で
、
診
療
所
と
医
師
数
が
少
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
市
長
が
め
ざ
す

地
域
医
療
体
制
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
問
う
。 

市
長
答
弁 

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
け
ば
、
現
在
市
内
に
有
し
て
い
る
貴
重
な
医

療
機
能
を
失
い
か
ね
な
い
強
い
懸
念
が
あ
る
。
公
的
病
院
に
お
い
て
は
、
脳
疾
患
や

心
疾
患
な
ど
、
一
刻
を
争
う
循
環
器
系
疾
患
に
対
応
で
き
る
充
実
し
た
診
療
科
や
、

周
産
期
や
精
神
な
ど
の
医
療
機
能
を
こ
の
地
域
で
引
き
続
き
維
持
・
確
保
し
て
い
く

た
め
に
も
、
持
続
可
能
な
医
療
供
給
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 国
保
料
２
年
連
続
値
上
げ
や
め
、
据
え
置
く
べ
き 

小
西 

全
国
で
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
相
次
ぎ
、
令
和
六

年
度
は
全
国
で
４
割
の
自
治
体
が
保
険
料
を
値
上
げ
し
た
。
２
０
１
８
年

か
ら
国
保
運
営
が
京
都
府
を
軸
に
広
域
化
さ
れ
て
か
ら
納
付
金
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
値
上
げ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
鴨
田
市
長
に
な
っ
て

か
ら
２
年
連
続
の
値
上
げ
。
せ
め
て
、
今
年
は
据
え
置
く
べ
き
で
は
。 

市
の
答
弁 

令
和
６
年
度
は
、
約
３
億
円
の
基
金
を
活
用
し
８
％
の
増
加

に
と
ど
め
た
。
令
和
７
年
度
も
約
４
割
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
っ
た

が
、
２
億
５
８
０
０
万
円
の
基
金
を
投
入
し
１
２
％
増
に
抑
え
た
。 

小
西 

現
在
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
を
耐
震
性
の
強
い
も
の

に
更
新
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
一
月
二
八
日
に
埼
玉
県

八
潮
市
で
発
生
し
た
道
路
の
陥
没
事
故
か
ら
、
各
地
で
老
朽

化
し
た
上
下
水
道
管
に
よ
る
事
故
が
相
次
い
で
い
る
。
本
市

の
点
検
等
の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。 

市
の
答
弁 

今
回
、
１
月
の
八
潮
市
で
の
事
故
発
生
を
受

け
、
２
日
間
に
わ
た
り
上
下
水
道
管
に
つ
い
て
自
主
点
検
を

実
施
。
主
要
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
国
道
・
府
道
に
つ
い
て

巡
視
点
検
し
た
結
果
、
異
常
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。 

小
杉 

党
市
議
団
と
府
会
議
員
団
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
現
行
の
公
的
４
病
院
の
病

床
数
は
、
許
可
病
床
は
９
９
７
だ
が
、
稼
働
病
床
は
７
８
５
。
２
１
２
床
が
休
床
と
な
っ

て
い
る
。
将
来
の
本
市
の
病
床
数
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
ど
う
か
。 

市
長
答
弁 

現
在
４
病
院
の
許
可
病
床
数
は
９
９
７
床
、
病
床
稼
働
率
は
６
割
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
す
で
に
舞
鶴
市
の
医
療
提
供
体
制
は
、
需
要

と
供
給
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
、
供
給
体
制
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
の

一
日
あ
た
り
の
入
院
患
者
数
は
６
０
０
人
程
度
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
稼

働
率
設
定
を
８
０
％
に
し
た
場
合
、
病
床
数
は
７
０
０
程
度
が
必
要
と
な
る
。
急
性

期
と
回
復
期
が
そ
れ
ぞ
れ
２
５
０
床
前
後
、慢
性
期
が
１
１
０
床
前
後
、
そ
し
て「
精

神
」
が
９
０
床
前
後
と
い
う
の
が
市
と
し
て
の
一
定
の
方
向
だ
。 

 

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
は
平
和
で
こ
そ 

小
杉  

舞
鶴
海
上
自
衛
隊
で
は
、
日
本
海
で
唯
一
配
備
さ
れ
て
い
る
イ
ー
ジ
ス
艦
２

隻
に
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
「ト
マ
ホ
ー
ク
」
の
配
備
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
ほ
か
に
も

高
性
能
の
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
配
備
の
計
画
も
あ
る
。
中
谷
防
衛
大
臣
は
「舞
鶴
港
の
港

湾
整
備
で
は
、
イ
ー
ジ
ス
艦
以
上
の
能
力
を
持
つ
大
型
艦
の
寄
港
も
可
能
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
の
国
会
答
弁
だ
。
計
画
通
り
で
あ
れ
ば
、
舞
鶴
の
海
上
自
衛
隊
が
出
撃

基
地
に
変
貌
す
る
。
国
に
基
地
増
強
計
画
に
つ
い
て
市
民
に
説
明
を
す
る
よ
う
に
要

請
し
、
「
こ
れ
以
上
の
基
地
の
増
強
は
や
め
て
、
平
和
な
港
の
開
発
に
こ
そ
税
金
を
遣

う
べ
き
」
と
国
に
対
し
て
強
く
要
望
す
べ
き
。
市
長
の
見
解
は
。 

市
長
答
弁 

安
全
保
障
環
境
が
現
に
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
わ
が
国
の
平
和
と
安

全
を
守
り
抜
く
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
防
衛
力
の
強
化
は
国
が
責
任
を
も
っ
て

判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
か
ん
が
え
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
市
か
ら
要
望
す
る
考
え
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

市内の介護事業に 
市の独自支援を！ 

 

上下水道管の点検状況は⁈ 
制
度
の
啓
発
・
強
化
の
取
り
組
み
は 

伊
田 
多
様
性
を
認
め
合
い
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
取
組
と
し
て
、

会
派
が
一
貫
し
て
創
設
を
求
め
て
い
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・フ
ァ
ミ
リ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
創
設
の
意
義
は
大
き
く
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

権
利
保
障
の
大
き
な
前
進
と
評
価
す
る
。
今
後
、
制
度
に
対
す
る
市

民
の
意
識
醸
成
を
は
か
る
た
め
の
啓
発
強
化
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。 

市
の
答
弁 

制
度
の
導
入
に
合
わ
せ
て
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
広
め
、
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
く
。 

 


